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Q どのように「連携」し、「共同実践」から「協働実践」

に結びついたの？ 

Q 具体的な「学習プログラム」って？ 

Q 子育て中の保護者が、安心して学習できる環境を整えるためには？ 

3A 花巻市との共同実践から具体的にお答えします！ 
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視点① 連携・協働 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A まず、あなたの部署では、何ができて何ができないのでしょう？ 

連携の第一歩は、自分の部署で、「できること」と「できないこと」を自覚することから始まります。 

「できないこと」を無理にやろうとせずに、それができる相手に補ってもらいましょう。互いの得意 

分野を活かすことであれば、負担にはなりません。連携することで、関わる人員が増え、多種多様な 

情報の入手が可能となり、新たな可能性が広がります。 

新たな可能性とは、今までは自分の部署では無理だと思っていたことが、「ひょっとしたらできる

かも⁉」「やってみたい！」につながるということです。 

 

 

☆きっかけ☆ 

【花巻市「生涯学習課※１」「こどもセンター※２」と「推進センター※３」の連携】 

 ・県内 33市町村にアンケート調査を行ったところ、花巻市「生涯学習課」から 

共同実践に関する希望をいただいた。 

 ・数年前、託児を伴う事業を「推進センター」が行う際に、「こどもセンター」に、 

企画段階から相談に乗っていただいていた経緯があった。 

 そこで ➡ 「生涯学習課」を媒介に、教育と福祉、「推進センター」の３者の連携による共同実践が 

推進しやすいと考え、個別に訪問を開始。 

（※１花巻市生涯学習課，※２花巻市こども課こどもセンター，※３岩手県立生涯学習推進センター） 

 ☆個別訪問からの声☆ 

「生涯学習課」では、支援を重視し、少人数を対象とした体験的・実践的な

「家庭教育支援講座」へと移行してきたが、できれば現代的課題である「発達

障がい」についても取り上げたいと考えていました。当課は、普段数々の研

修会を企画運営しており、充実した学習プログラムを作ることができます。

しかし、課題を抱えている対象者だけを研修会に集めることは困難でした。

また、未就学児を持つ保護者を集めるとなると、福祉と事業対象者が被って

しまうことも懸念されていました。 

一方、「こどもセンター」では、利用者へのリフレッシュの場の提供はできていましたが、もう一歩

踏み込んだ母親たちへの学びの場を設定したいと感じていました。しかし、現状として研修の場を

提供することはできずにいたのです。 

Q  
どのように「連携」

し、「共同実践」から

「協働実践」に結び

ついたのでしょう？ 
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 ☆３者協議から☆ 

  課題解決の方向性の共有を行いました。 

   「推進センター」から、「NP プログラム※４」的な内容を取り入れた学習プログラムが最適ではない

かと提案。 

3 者が連携することのメリットとは・・・。 

・保護者個々の悩みや不安に寄り添うことになるのではないか 

・主体的・対話的な学びを通して、子育てに対する気づきを促すことができる 

のではないか 

・専門機関へのつなぎや支援の入り口につなぐことができる仕組みをつくること 

ができるのではないか 

➡ 更に、話し合うことによって、それぞれの強みを出し合い、実践へつなげました。 
※４

 「NP プログラム」とは、「誰も完璧なんかじゃない。完璧な人はいない」との考え方のもとに、カナダで作られた参加者

主体の小グループで行うプログラムです。 

★連携・協働のポイント★ 

①連携の第１歩として、 
「できること」「できないこと」を明らかにし、理解し合うこと。 

②協議の場を設定し、企画段階から関わること。 
③思いを共有しつつ、互いの得意分野を活かした役割分担を行うこと。 
➡ もたらしたことは、「新たな可能性」・・・・・・ 

それはすなわち、「諸課題に対応できる内容の企画！」 

        互いにｗiｎ－win・・・「共同実践」から「協働実践」へ！ 
 

 

 

※参考までに、

７ページに視点

①連携・協働の

【記入例】があり

ます 

 

 

 

 

 

 

☆現在、互いの部署で行っていることはそのままに…だけど、手をつなぐことで、できることが広がります☆ 

連携先 できること できないこと 

 ・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

役割分担 

 

 

 

自分の部署は、どうかな？ 書いてみよう！ 
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視点②  

学習プログラム 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流れ 時間 活動内容 留意点 

導入 20  

分 

・アイスブレイク 

・自己紹介 

・安心の約束 

[例] 

人の話はよく聴く 

ここでの話は外に持ち出さない 

人の話は批判しない 

話したくないことは、パスOK 

積極的に参加する 

お茶やお菓子、お手洗いは自由に 

・和やかで話しやすい雰囲気を作る 

・「安心の約束」により、誰もが安心

して話せる場の保障をする 

・「安心の約束」は、今後、加除修正

が可能であること 

展開 50

分 

・子育てに関する身近な話題から、話し合

いたいテーマを絞る（合意形成） 

[例] 

①家族との関わりで感じていることを１

枚の付箋に１つずつ書き出す 

②それぞれ書いたことを発表する 

③話し合いのテーマを絞る 

☆テーマ 

「子育て、私ばっかり！夫が共に子育てし

てくれるには」 

・話し合いを深めながら、アイデアを出し合

う 

 

・保護者同士のコミュニケーションを

図りつつ、主体的な学びを促す 

・全ての人が参加するように配慮す

る 

 

 

 

 

 

 

・多様な考えを引き出す 

振り返り 30

分 

・感想を書く ・自分自身のことを集中して見つめ

る時間を確保する 

気づき・

広がり 

・感想を発表する ・参加者の気づきを大切にし、広が

りを促すような関わりをする 

Ａ 花巻市と連携・協働で行ったものの中から１つ紹介します。 
 

具体的な 

進行 

Q  
具体的な 

「学習プログラム」って？ 
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◆受講者が、主体的に学び、その成果を活かすことのできる学習方法として、ワークシ

ョップ的な学習方法があげられます。受講者の主体的な参加を促す

ためには、講師と受講者、受講者と受講者が双方向で対話的な関わりを持つことが大切で

す。 

 

◆花巻市での実践セミナーで行った、NP プログラム、ペアレントトレーニングは、まさに、主体的に学

び、対話的に学び合い、新しい気づきや多様な見方、考え方を得ることができる学びのプログラムと

なりました。また、「導入」「展開」「振り返り」「気づき・広がり」という受講者

の思いや考えに寄り添った段階を踏まえることにより、誰かに教え

てもらうのではなく、受講者の気づきを促すものになりました。 

 

◆但し、常にワークショップ的な学びが良いというわけではなく、テーマや受講者の実態課題に即し、

講義・講話的な学びと、ワークショップ的な学びとの連動や循環も考え、学習プログラムを

設定する必要があります。 

 

 

 

 

流れ 時間 活動内容 留意点 

導入   ・ 和やかで話しやすい雰囲気に 

・ 「安心の約束」をする 

展開   

 

・ 保護者同士のコミュニケーション

を図りつつ、主体的な学びを促す 

 

 

 

 

 

 

振り返り   ・ 自分自身のことを見つめる時間の

確保をする 

気づき ・  
広がり  

  ・ 参加者の気づきを大切にし、広が

りを促すような関わりをする 

☆研修会後、保護者同士のネットワークにつながっていくといいですね☆ 

保護者の主体的参加型のワークショップを

想定して書いてみましょう。 
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視点③ 支援体制 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 「託児」が必要です。 

  

【花巻市「生涯学習課」「こどもセンター」と「推進センター」の連携】 

県の子育てサポーターや花巻・遠野地域の子育て支援者の方々が、託児に対応してください

ました。「託児をする」としたことで、受講者、支援者、行政とのつながりが生まれました。 

個別的な課題を抱えている保護者にとっては、「学び」から「相談へ」の道筋が見えるようにな

ります。 

 

 

★それぞれの立場からメリットを考えてみよう★ 
※参考までに、７ページに視点③支援体制の【記入例】があります 

☆関わる人々の立場に立ってみると、明日のヒントにつながるものが見えてきます☆ 

主催者 受講者(保護者) 支援者（託児等） 

・ 

 

・ 

 

・ 

・ 

 

・ 

 

・ 

・ 

 

・ 

 

・ 

託児のある研修会を、

イメージしてみよう！ 

Q  
子育て中の保護者が、

安心して学習できる

環境を整えるために

は？ 
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【MEMO】 
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お互いに目指す方向性が同じであれば、「新たな可能性」に気づき、

ワクワクできると思います☆ 

担当者のワクワク感は、素敵な支援の連鎖を生むことでしょう♪ 

【記入例】  

※花巻市との共同実践の実際 
視点① 連携・協働 

☆現在、互いの部署で行っていることはそのままに…だけど、できることが広がります☆ 

 

 

 

視点③ 支援体制 

☆関わる人々の立場に立ってみると、明日のヒントにつながるものが見えてきます☆ 

 

 

 

 

連携先 できること できないこと 

生涯学習課 ・ 研修会の企画・運営 

・ 市民への周知、広報 

・ 託児 

・ 子どもの発達に関する個別的な対応 

こどもセンター 

 

・ 子育て世代に関する情報を直接的に得る 

・ 支援センター利用者へのリフレッシュの場

の提供 

・ 母親や子どもに対する個別的な対応（相談

含む） 

・ 母親に対する、深い学びの場（研修会）

の提供 

 

推進センター ・ 学習プログラムづくり 

・ 講師情報や実践事例を集める 

・ 一般県民対象の研修会の開催 

 

役割分担 

「生涯学習課」 

・ 広報全般（広報「はなまき」、市のホー

ムページ等） 

・ 募集の取りまとめ 

・ チラシ作成 

・ アンケート集計 

「こどもセンター」 

・ 場所の手配 

・ 支援センター利用者（母親た

ち）への直接周知 

・ 託児の手配 

・ 託児に必要な物品準備 

「推進センター」 

・ 研修会の企画全般 

・ 講師との交渉 

・ 連絡調整 

・ 予算管理 

・ アンケートの作成 

主催者 受講者(保護者) 支援者（託児等） 

・ 学びの場を提供できる 

・ ニーズ把握ができ、次の企画

の参考となる 

 

・ 母親同士で話ができ、話題の共有

や共感ができる 

・ 子どもと離れ、自分だけの時間が

過ごせる 

・ 子育てに係る悩み等、気軽にスタ

ッフに相談できる 

・ 子育ての悩みや不安に対する相

談先の情報を得ることができる 

・ 子どもの様子をもとに母親に声

をかけやすい 

・ 支援のきっかけが作れる 

・ 必要な機関へつなぐことができ

る 

※ 託児を依頼する方が見つからない場合は、

「県子育てサポーター」への依頼も可能です 

  当センター又は市町村担当課にご相談くださ

い♪（裏表紙参照） 

託児のある研修会を、

イメージしてみよう！ 

自分の部署は、 

どうかな？ 

書いてみよう！ 
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すこやかメールマガジン 第 641 号【たんぽぽの日々】 
 

朝、迎えのバスが来ても、母の手を離そうとしない園児。 

体に釣り合わない大きなランドセルを背負い、必死に上級生について歩く小学生など・・・。 

 

４月は、こうした微笑ましい光景を、時々目にすることがあります。 

みなさんも何度か見かけたことがあるのではないでしょうか？ 

 

＜振り向かぬ子を見送れり 振り向いた時に振る手を 用意しながら＞ 

 

これは、歌人の俵万智（たわら まち）さんが、子育てをテーマに詠んだ歌で

す。（「たんぽぽの日々」小学館） 

 

自分の世界を歩き始めた我が子を頼もしく思う一方で、少しの寂しさを感じつ

つ見守る親の姿が目に浮かんできます。私自身、娘が小さかった頃のことがな

つかしく思い出され、「キュッ」と胸が締めつけられました。 

 

俵さんは、子どもと一緒にいられる時間を「たんぽぽの日々」と名付け、こんな歌も詠んでいます。 

 

＜たんぽぽの綿毛を吹いて見せてやる いつかおまえも飛んでゆくから＞ 

 

いつかは、産み育てた自分の手の中から、外の世界へ旅立って行く我が子。それを送り出

す日が確実に来ることを知っている母親の、切なくとも誇り高い気持ちが 31 文字に凝縮

されています。 

 

親は飛び立った綿毛を見届けられないため、あとは、ただ風に祈るだけ・・・。 

俵さんは、「・・・だから、子どもと過ごす時間は大切で愛おしい」と結んでいます。 

 

さて、もうすぐ 10 連休に突入しますね。 

私は、最近娘との「たんぽぽの日々」が、残り少なくなってきたことを実感し、子どもとの過ごし方について、改めて考えてみた

いと思っています。みなさんのご家庭において、未来に向けた、かけがえのない「たんぽぽの日々」となりますように(*^_^*) 

 

 

すこやかメールマガジン 第 639 号【桜梅桃李】 
 

私が好きな言葉の一つに「桜梅桃李（おうばいとうり）」というのがあります。 

それぞれが、独自の花を咲かせるという意味です。 

桜は桜、梅は梅、桃は桃、李（すもも）は李だから素敵なのです(*^_^*) 

桜に桃の実をつけろと言うわけにはいきませんよね。 

 

ところが、これが人間だとするとどうでしょう？ 

「お兄ちゃんはこうなのに、弟は・・・」 

と、つい比較してしまうことがあるのではないでしょうか。 

あるいは、自分が子どもの頃、周りの大人たちに比較をされて、 

嫌な思いをしたという方もいるのではないでしょうか。 

 

人間は、植物のように単純にはいきませんが、同じ親から生まれた兄弟であっても、環境が同じというだけで、本人がそれぞれ持

っている個性は違います。だから、「存在そのものを認める」ということや、あくまでも「本人が持っているものを褒める」という

スタンスが大切であると考えます。 

 

さて、新元号も発表され、新生活がスタートしたことと思います。 

お子さんの様子はいかがですか？ 

あなたの職場はいかがですか？ 

 

これから本格的に咲きそろう、梅や桜を愛でながら、「桜梅桃李」という言葉の意味を思い出していただけたら、うれしいです。き

っと、心穏やかな気持ちになれるのではないかと思います。なぜなら、桜には桜の花を咲かせればいいのですから・・・。そんな

当たり前のことを忘れ、他の花を咲かせようとすることは、お互いに苦しいですよね。そう考えると、「桜梅桃李」という言葉は、

子どもに対してだけではなく、実は大人である私達自身にこそ、大切にしたい考え方だということに改めて気づかされます。 

 

桜は桜、梅は梅、桃は桃、李（すもも）は李だから素敵なのです(*^_^*) 

それぞれが持っている独自の花を、ゆっくり咲かせましょう。 

 

【おまけコーナー】 ほっこりとした気持ちになれますように…(*^^*) 

※ 生涯学習推進センターHP「まなびねっといわて」で、バックナンバーが読めます(@^^)/~~~ 
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【MEMO】 
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まなびネットいわて［ホームページ］          ［facebook］         ［Twitter］ 
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